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▌第 32回通常総会のお知らせ 

すでにメールまたは郵送にてお知らせしておりますが、下記の通り第 32 回通常総会が開催されま

す。直近の 3年間、コロナ禍でオンライン開催を余儀なくされましたが、本年は久し振りに対面で

の開催を予定しております。万障お繰り合わせの上、ご出席いただきますようお願い申し上げます。 

メールにてお知らせした皆様へ 

お手数ですが、案内メールに記載の URLよりオンラインの「出席通知」へのご回答をお願いします。

やむを得ず欠席される方は、同じURLにてオンラインの「議決権行使」をお願い致します。 

「出席通知・議決権行使」は、2023年 5月 19日（金）午後 5時までとさせていただきます。 

郵送にてお知らせした皆様へ 

出席者確認のための「出席通知・議決権行使書・委任状」が届いたことと思います。出欠に関わらず、

5月 11日（火）必着にて、同封の封筒で返信をお願い致します。 

日 時 2023年 5月 21日（日） 13時 00分～14時 30分（予定） 

会 場 オルタナティブ生活館 2階 オルタリアン会議室 

議案書 メールまたは郵送にてお送りしております。当日、ご持参ください。 

総会終了後に懇親会（会費制、1,000円程度）が開催されます。奮ってご参加下さい。 

年会費納入のお願い 

年会費（4,000円）を、本年 6月 30日（金）までにお振込みください。期限内にお振込み頂けなかっ

た場合、地域じゃお活動費 3,000円が所属地域に配分されませんのでご注意ください。 

▌事務局だより 

１．4月 1日現在会員数 

湘南 県央 ベイサイド 多摩・田園 計 

39 35 30 28 132名（Eグループ会員：118名） 

4月退会 秋山 泰一氏（湘南）、中山 順之氏（ベイサイド）、向田 孝義氏（多摩・田園） 

4月入会 渡部 嘉将氏（湘南）、清水 慎司氏（県央） 

２．運営委員会報告 

4月は、運営委員会は開催されませんでした。 

３．次回の運営委員会 

日時：2023年 5月 21日（日）10:30～12:00 オルタ館 303会議室 

第 32回通常総会の議事運営について打ち合わせ。  議長： 大澤委員、書記： 竹内委員  

https://jaoclub.com/
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▌特別寄稿 

移住の記 

佐賀県小城市小城町 県央 前田 康行 

2022年 4月 30日  

午前 8時半、神奈川県相模原市中央区相模原を発って、愛車で九州に向かう。 

5月 2日 

2 泊（車中泊）3 日の車旅を無事終えて、夕闇迫る午後 7 時過ぎ、佐賀県小城市小城町栗原の移住先

にたどり着く。山肌の黒と茜色の空のコントラストが印象深い。忘れんやろなあ。 

移住先として購入した物件は、土地が 160 坪、築 100 年の古～い家、畑、納屋付き。この畑がいい、

20坪はあるもんね、これが購入の決め手です。なんちゅうても百姓の末裔やけん、土とともに生きてい

たいという願望が昔からずーっとあって、それが叶うということで嬉しい限りです。山裾の小さな集落

の一軒家だけど、JR 唐津線の小城駅まで自転車で 10 分、歩いて 30 分。最寄りのスーパー：ダイレッ

クス、ホームセンター：ナフコ、コンビニ：ローソンまでだって自転車で 10 分なんだから。ポツンと

一軒家ではないっす。 

6月～8月 

除草剤 

前の住人の方が親切心で畑に除草剤をたっぷり撒いてくれたおかげで、確かに草は生えなかったけれ

ど、まあ当然といえば当然ながら、いろいろ作った野菜の出来が悪いこと悪いこと。小松菜とか葉大根

など葉っぱ物は軒並み総崩れ。発芽してもしばらくすると枯れてしまって。まともというか、なんとか

体裁が保てたのは根もの、サツマイモとかニンジンとか。ただ、今の農薬は一年以内に環境中で分解さ

れるような基準で認可登録されてるそうなので、来年はましな土になるかな。 

虫 

九州で夏を過ごすのは 30 年ぶり。とはいえ、九州だからといって特別暑いということはなく、暑さ

だけなら熊谷とかの北関東が勝ってます。いずれにしろ、40℃近い真夏の日中に畑仕事するのは危ない。

かといって朝早く起きて農作業というのもねえ、朝はゆったり朝食、コーヒータイムだもん。家の立地

は坂の途中で、ちょっとだけ高いので見晴らしがいいのですよ。それで、朝は庭に椅子を出して景色を

見ながらコーヒーを飲む時間。というわけでまあまあ快適な生活ではあるんだけど、家が古くて、さら

に山裾にあるからか、虫さんたちの訪問が多いこと。真夏にはヤスデ、イエ蜘蛛、ゴキブリ、ムカデな

どなどがしょっちゅう。ただ、ごきぶりホイホイにこういった連中がトラップされるのを発見できたの

はよかった。ごきぶりホイホイに付いている誘引剤が効くんでしょうね。また、ムカデ、アリ用の殺虫

剤を家の周りに山のように撒き、さらに 2,000円もする高価な殺虫剤を家中に噴霧。 

9月～11月 

アライグマ 

9 月初めから東京での仕事で、ほぼ 1か月間家を空けて、帰ってみたら天井裏がなにやら騒々しい。

近所の人に話したら、前の住人の方の時にもイタチ騒動があったということだったので、前の住人の方
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に連絡をして、対応してくれた業者さんを教えてもらい、すぐに来てもらいました、業者さんによると、

屋根の足跡や天井裏の糞の大きさから、こらアライグマやねとのこと。関東ではよく耳にしてましたが、

こちらでもアライグマに遭遇するとは。アニメがきっかけでペットとして飼う人が増えたそうなんだけ

ど、アライグマって人には懐かず、けっこう獰猛で、結局飼いきれなくなって山に捨てる人が多いんだ

とか。佐賀でも同様の状況で、山に捨てられたアライグマが繁殖して問題になっているんだって。とい

うわけで、業者さんに頼んで、屋根の隙間や床下換気口を塞いでもらい、屋根や雨樋にギザギザの突起

の付いた鋼板を取り付けてもらって、最後に天井裏の糞の回収で一通りの作業が終了。けっこう手間が

かかりましてね、都合 4日間の作業でした。費用もうん十万円です、はい。 

本屋さん 

コロナで打撃を受けた商店を応援しようということで、わが小城市が地域応援券なるものを全市民に

配りまして、私のところにも郵送されてきました。第 4弾だそうです。500円券 6枚綴り、計 3,000円

分。地元のためにもこれは使わないと。とはいうものの、使えるお店は小城市内の主に個人商店とかだ

け。で、地元の本屋さんで本を買おうということで行きました、本って大きく看板が出ている本屋さん

へ。これが入ってみるとびっくり。本屋さんとはいうものの、置いてあるのはレンタル DVDがメイン、

売り場の 2/3ほどを占めてます。本もコミック本、漫画本や幼児向けの絵本ばかり。まともなっちゅう

か私が探そうと思ってる本はそれこそ雀の涙程度で、文庫本、新書本、単行本などが数えるほど。唖然

とするとともに、田舎の人間を馬鹿にしとるのか～と腹がたち悲しくもなりました。売れないからだろ

うけど、文化を担っているという矜持はないのか～。とはいえ、それでも地域応援券使って地域貢献し

ないと。数少ない本の中から、ちょうど今読んでる和田秀樹先生の本を数冊、3,000 円分全部使って買

いました。いずれにしろ、田舎では本屋さんで好きな本を見つける本の探検という楽しみ方ができない

ということがわかりました。 

12月～3月 

寒波 

よりによって、私が帰郷した冬に寒波が。まずクリスマス寒波。12月に九州で雪が降るなんて滅多に

ないよねえ。寒さが大嫌いな私としては、これだけでもしんどかったのに、年明けの 1月寒波のひどか

ったこと！10年に一度の寒波だって。とにかくこの家の冷えること尋常ではありません。部屋の中の温

度が 2、3℃、家の中で吐く息真っ白。敷布団の下に厚いマットを 2枚、かけ布団は羽毛布団 2枚重ねで

ないと寒くて寝られない。お風呂場に置いてる洗濯機のホース内の水が凍ってしまって洗濯ができない。

それほどお風呂場が寒いわけで、浴槽から出て体洗おうとすると体が冷え切って洗うどころではない。

なんせ築 100 年の家やからね、壁なんて土壁

やもん、断熱のかけらもないし、シロアリで土

台がやられててグラグラだから、あちこち隙

間だらけやし。まあ、昨年は、豪雨と強い台風

がなかっただけでもよかったけど。 

それやこれやありながらもなんとか生き延

び、移住一年目が過ぎようとしております。 

 佐賀インターナショナルバルーンフェスタ ’22 

 （2022年 11月 5日 我が家から撮影） 
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▌会員だより 

「萄葡の房一」に会う 

県央 原 建吾 

コロナとの付き合いも長くなりました。若者にとってはインフルエンザ位なのでしょうが、後期高齢

者にとってはそうはいきません。少しの油断が取り返しのつかない事になります。油断は禁物です。 

人混みを避けて近くを散歩する事が多くなりました。30分位も歩けば厚木図書館に行けます。平日の

図書館はあまり混雑しておらず、人との間隔も問題なく保てます。厚木図書館にはリサイクルコーナー

が有り（今はありません）、自由に本を持ち帰ることが出来ました。そこで懐かしい有島武郎の「一房の

葡萄」に会いました。 

有島武郎は明治 11年（1878年）に東京小石川で生まれ 4歳の時横浜に移り、父の教育方針により米

国人家庭で生活。その後「横浜英和女学校」に通います。この学校は米国女性宣教師によって横浜山の

手の居留地内に作られ男女共学校で、ほとんどの授業が英語で行われていたようです。この頃の体験が

「一房の葡萄」になったそうです。1920年に雑誌「赤い鳥」に掲載、1922年叢文閣より単行本として

刊行、この本は 1972年の復刻版です。 

左の通り、この本は、本来「一房の葡萄」と右から左に読みます。

漢文は縦書きです。日本でも中国にならって縦書きになったと言われ

ています。なぜ縦書きが右から左に書くようになったのかはっきりわ

かりませんが、巻物説があります。日本の絵巻物では絵と文字が交互

に現れ、文字は縦書きで右から読みます。これは左手で巻物を持ち、

右手で引っ張り出して見るからだそうです。また、時代劇では左手で

巻紙、右手に筆を持ち手紙をスラスラと縦書きに書いていますが、こ

れが自然だったと思います。日本語は基本縦書きですが、横長の額や

看板の文字もこれにならって横書きも右から左になったそうです（一

行一文字の縦書き）。いつから横書きが左から右に書くようになった

のでしょうか。それは江戸末期から明治に西洋の言語等が入って来て

外国語の辞書が必要となり、その為と言われています。大正、昭和初

期には混在していた時があったそうです。僕も見たことのある 1946

年発行の 10円紙幣では、横書きの漢字は「行銀本日」、アルファベットは「NIPPON」となっていたそ

うです。 

右綴じ左綴じ、本には表紙から見て右側が綴じてある物と左側を綴る物があります。縦書きは右綴じ、

横書きは左綴じが一般的です。 

モアイ像で有名なイースター島には、ロンゴロンゴと言う絵文字があったそうです。例えば、左側か

ら横に書き始めて右端にくると下の行に移り折り返し左に進む書き方です（牛耕式）。世界の言語はそ

れぞれ影響を及ぼし合いながら変化して来ています。これからも時代に則して変化していくと思います。 
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藤沢市文化財のご紹介第２回目 

湘南 檜垣 邦夫 

2・3年前かと思いますが、藤沢市文化財のご紹介をさせて頂きました。藤沢市全般となるとそれこそ、

分厚い本に纏められておりますので、私の住んでおります長後近辺の文化財を抜粋して紹介いたしまし

た。その長後近くでこの度発掘された「藤沢市下土棚夏刈東遺跡」が 1日だけ公開された見学会に参加

して来ました。 

下土棚夏刈東遺跡は、藤沢市下土棚の引地川右岸の河岸段丘の縁辺部に所在する、弥生後期～古墳前

期初頭の縦穴住居跡を中心とする集落跡と、古墳中期～後期ごろと推定される円墳からなる遺跡です。 

弥生後期～古墳前期の集落跡は、調査区内では 10 軒発見されましたが、縦穴住居跡は一部のみのも

のもあるため居住域はさらに広がるものと推定されます。住居内からは壺や台付甕・鉢などが出土して

います。（見学会資料から抜粋） 

当日は雨上がりで泥濘んだ場所にあるので、スニーカーなどで参加した方々は散々でしたが私もその

中の一人でした。周囲は柵で囲まれ普段は立ち入り禁止となっている地域です。 

共催は藤沢市郷土歴史課と玉川文化財研究所で後者は遺跡発掘調査などをしている企業です。 

弥生後期～古墳前期初頭は紀元前 1世紀～3・4世紀ごろまでを言います。 

古墳中期～古墳後期は 4世紀～6・7世紀ごろまでです。 

この様な遺跡に巡り会えることは、当時に遡って

タイムスリップする期待感が躍動します。そんな期

待感で参加しましたが、以外と規模が小さく又 2 基

の古墳跡は周囲を巡る溝（周濠）のみで学芸員の説

明を聞いて初めてああここがそうなのと言う感じで

した。近畿地方の巨大な古墳に葬られている豪族と

比較して規模は小さいが、当時の有力者であること

は間違い無いであろう。縦穴住居跡や出土した遺物

を案内して貰い、当時の生活を想像するのは楽しい

ものです。住居の柱跡やここで煮炊きをして家族で

生活していたのだなど想いを馳せる竈跡など興味は尽きません。 

で、この遺跡は今後どうなるのか聞いたところ、この地域の開発途上で発掘された遺跡なので、詳細

記録後は元の開発を再開して取り壊すとのことでした。数週間後現地を訪れると既に更地にされており

跡形も無くなっていました。 
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私の健康法 

湘南 廣崎 龍哉  

私の健康法は、毎朝欠かさずにするテレビ体操と歩くことです。 

テレビ体操は、6時 25分から 15分間、歩くのは近くの小出川の土手の道です。茅ヶ崎駅に出るとき

も、30分くらい歩きます。歩くと次々と周囲の景色が目に飛び込んできて、興味が尽きません。 

小出川の道沿いは、2 月には梅の花が咲き、河津桜と菜の花も楽しめます。小出川の淵には残り鴨が

浮かんで時々潜っては川底にある餌を漁っている様子です。丸々と太った鯉もゆったりと泳いでいます。 

3 月の半ば頃からソメイヨシノが咲き始め、4 月上旬には散り始めます。花吹雪もまた風情がありま

す。俳句は、私の趣味の一つで駄句を３句ばかり作ってみました。 

水温む鯉の尾鰭の右左 

梅一輪二輪三輪ほころびぬ 

満開の花散り初むる水面かな 

もう一つの趣味は、麻雀です。藤沢、茅ヶ崎及び近隣の地域に在住のじゃおクラブ会員約 20 名で毎

月定例的に藤沢、町田、横浜で開催される会合で雀卓を囲んで楽しんでいます。 

私は、藤沢で開催される会に毎月２回参戦しています。 

1年間の全員の成績を幹事が集約して、勝率、得点、ラッキー賞などの表彰があります。 

2022年度は、勝率 3位，得点 2位、役満賞（四暗刻）を受賞しました。 

俳句は右脳（感覚）の衰えを防ぎ、麻雀は左脳（理論）の強化に役立つのではないかと思っています。 

俳句と麻雀が私の健康法で、これからもじゃおクラブの仲間と楽しくお付き合いをしたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。 
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▌じゃお湘南 

農園日記 2023.4.12 

今日は 4月 12日(水)、じゃお農園の参加者は 16名でした。4月は天候が不安定で気象予想が難しく、

報道各社の天気予報は降水確率 20％から 50％とまちまちです。幸いにも藤沢市は朝から晴れましたが

風がとても強い一日でした。 

今日の作業は、1号畑では「じゃがいもの芽掻き」

「葱の移植」と「収穫」です。収穫物は春キャベツ、

葱、新玉ねぎ、分葱、エシャレット等で、2号畑では

耕運機トラクターを使って春の土づくりを行います。

農業用語では「春耕」と言うそうです。参加人数が足

りず農園長の訓示？では、午前中に終わらなければ

午後もやってもらいますとのこと。しかも今日は藤

沢市の市民活動支援施設(登録 400団体、指定管理団

体：認定NPO法人藤沢市民活動推進機構）による取

材が控えていました。 

取材の対応は私、島村が担当することになりました。取材に来られた方は市民活動推進センター分館

「市民活動プラザむつあい」の細矢室長と堀千鶴さんのお二人で、今回の取材の目的は湘南台駅下ギャ

ラリーでパネル展示に参加した市民団体の活動を市民活動推進センターの情報紙「F-wave」に順番に掲

載して市民団体の皆さんを「後押し」をすることだそうです。堀千鶴さんは生活クラブ生協の活動の関

連だと思いますが、じゃおクラブ元代表、守永英輔氏の奥様と一緒に活動をされた方であり永田農園と

じゃおクラブの関係はよくご存じの様子でたいへん親近感を覚えました。 

私は、農作業や農園風景の写真を撮る細矢室長の隣で「ジャガイモの芽掻き」は、これを怠ると小さ

なジャガイモがたくさん出来てしまうこと、「葱の移植」は深さ 30cm の溝を掘り、5cm 幅で土壁に並

べ、「根」にのみ覆土する「浅植え」がコツだと話したかったのですが、折からものすごい強風が吹き荒

れて持参した「チラシ」が飛び散ってしまいました。資料が飛ばないよう必死に抑えつけながらじゃお

クラブの歴史や活動全体について一通り説明した後、2号畑に移動しました。 

2 号畑では丁度仲間の A さんが轟音を立てながら

耕運機トラクターを操縦して土づくりをしていると

ころでした。取材するお二人は Aさんのプロ並みの

作業を見てびっくりされているようでした。「土づく

り」はまず、耕作地の上の雑草や障害物を取り除く

ことから始めます。耕運機の歯に障害物が絡まない

ようにするためです。つぎに肥料と石灰を撒いてか

ら耕運機トラクターで耕すのです。取材が終わりお

二人は帰られましたが応対に追われて今日の写真を

撮ることを忘れていました。写真はプラザむつあい 

さんから頂いたものです。 

（湘南 島村 忠男 記・写真提供 市民活動プラザむつあい） 
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▌じゃお県央 

お花見の会 

コロナ禍の為活動が制限され久しぶりに「お花見の会」が開催された。 

3月 29日（水）JR相模線海老名駅に 10:30 集合、

参加者は 10 名（石川、大場、鈴木（寿）、美濃部、

別所、原、福山、星野（道）、二宮、倉島）。目的地の

県立相模三川公園に向かって出発、途中でコンビニ

に立ち寄り、弁当、つまみ、アルコール等を各自で

確保し 10分ほど歩いて到着。鳩川の川沿いに桜並木

や遊歩道があり、春休み中の子ども達が水遊びをし

ていた。午前中（11:30着）のせいか、思ったより空

いていて川沿いの空き地に陣取りができた。早速に

シートを敷きつめて会場の準備完了。美濃部さんの

乾杯の音頭をきっかけに懇親会開始、とりとめのない話に花が咲き、瞬く間に時間が経過した。気が付

くと周囲がにぎやかになり、所せましとシートを敷きつめてグループ毎に桜を楽しんでいる様子だった。

新しいランドセルで女の子が母親と手をつなぎうれしそうに散策していた。入学式がもうすぐだ。我が

家の孫も高校生になる。最近月日の経つのが本当に早いものだとつくづく思う今日この頃である。 

参加者全員の行いが良いので、天候に恵まれ、風も穏やかで満開の桜を眺めることができて大満足の

一日だった。そろそろアルコールも底をついたのでお開きとなる。本日のような日が来年も続くように

願いながら私（87歳）は帰宅の途についた。 

（県央 倉島 大輔 記・石川 武司 写真） 
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▌じゃおベイサイド 

3月 30日はベイサイドの花見会でした！ 

3/15に横浜で桜が開花したので、花見会まで花がもつか心配していましたが、連日の天候不順のお陰

で、3/30はバッチリの好天で、絶好の花見日和でした。 

例年通り 12 名の老老男女が JR 根岸駅に集まり、根岸森林公園に向かいました。小高い丘の上に敷

物を敷き、そこで待ちかねたように乾杯。3 年ぶりに大っぴらに宴会です。花見寿司とかまぼこと乾き

ものとお手製のつまみ。桜と酒とつまみと皆の元気な顔、顔とおしゃべりがあれば最高。 

眼を群桜の方に向けると、

昼の光を浴びてキラキラ光

り、その背中には白い雲を背

負い、かなたにはどこまでも

続く碧い空。なんとなくじゃ

おベイサイドの 1 年の始ま

りのような心地よさでした。

しばし歓談。飲み物も肴もな

くなってきたので、今日は早

めに打ち上げとし三々五々

二次会に向かいました。 

では又お会いしましょ

う！ 

（追）公園内には大島桜の巨木やら、うえの方には競馬場のスタンド跡があり、一帯にもソメイヨシ

ノが咲き、小高い丘からはランドマークタワーが望めます。お時間があればどうぞ公園内を一周してく

ださい。 

（ベイサイド 真島 記・諏訪 写真）                    

落語鑑賞会（第 19回） 

横浜ＹＷＣＡ主催の「ゆう亭・落語会」、今年は 4 月 15 日（土）に開催され、じゃおからは 16 名が

参加、落語四席に加え、番外として日本舞踊「桃太郎」を楽しみました。 

2010年に始まった「ゆう亭・落語会」も今回が最終回とのこと、落語会当初から出演の柳亭燕路師匠

と弟子で真打ちの柳亭こみちさんの親子会の形で開催されました。 

一席目はこみちさん。演目は会場の雰囲気でこれから決めるとのことでしたが、客層がかなり年配で

あることから決めかね、饅頭系と蕎麦系のどちらが良いかお客の挙手で決めることになった。ところが

偶然にも同数となってしまい決着がつかず、エイヤっで、饅頭系の「姫君羊羹」から始めることとなる。 

「姫君羊羹」は新作の擬古典落語で、もともと講談として書かれたものを、こみちさんが今年の 3月

4 日に落語として披露したという出来立てのホヤホヤ。羊羹の切り分け方をめぐる姫君姉妹と母親のや

り取り、しぐさがポイントで、日本舞踊を得意とするこみちさん、女性三人を上品に演じ分けていまし
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た。 

二席目は、燕路師匠の「粗忽の釘」。慌て者の亭主が、引っ越し先の長屋で、八寸くぎを壁向こうの隣

の家の仏壇の中まで打ち込んでしまう噺。慌て者の亭主を燕路師匠が熱演。 

中入り後の三席目は、再度

こみちさん。演目は「蕎麦清」

の女性版で「蕎麦の清子さ

ん」。落語のあと得意の日本

舞踊のサービス。高座から降

り、じゃお会員の座る目の前

で童謡「桃太郎」にあわせて

踊ってくれました。 

そして四席目は燕路師匠、

13年続いた「ゆう亭・落語会」

最後の演目となる人情もの

「子は鎹（かすがい）」。今と

なってはあまり目にするこ

とがなくなってしまった「鎹

（かすがい）」ですが、じゃおの世代は「子は鎹」の意味、オチを理解できる最後の世代なのかも知れま

せん。 

残念ながら今回で終りとなる「ゆう亭・落語会」、じゃおベイサイドの落語鑑賞会として 2014年から

楽しませていただき感謝です。最期に燕路師匠、こみちさんにじゃお参加者との記念撮影をお願いした

ところ、次の席があり忙しい中、快く受けていただきました。 

落語会の後は少人数のグループに分かれ二次会へ、じゃおＯＢの方を含め久しぶりの再会に話がはず

みました。 

（ベイサイド 諏訪 記・写真） 
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▌じゃお多摩・田園 

グラファーズ石和の桃花とワインめがけて突撃 

4月 4日、グラファーズメンバー5人が 10時に八王子駅に集合です。コロナ禍で休止になっていた宿

泊撮影会久しぶりの再開です。行先は石和温泉、狙うは桃と菜の花です。 

まずは石和温泉隣の春日居町駅周辺の笛吹市桃源郷へ。地域の農家グループによって道沿いに植えら

れた菜の花と桃の「ピーチライン」です。遠くには富士山、南アルプスが見え菜の花と桃の花を引き立

てる背景となっています。アップにしたり、引いたり撮影すること 1時間、腹が減った所で近くのラー

メン屋で昼食をとり、宿泊予定の石和温泉へ移動です。 

甲府と言ったらワイン、ワインと言ったら試飲、そうです言葉のとおり試飲のため「マルス山梨ワイ

ナリー」へ直行です。試飲を楽しんだ後は、本日のデイナーのためのワイン選びです。セレクトに、セ

レクトを重ね選んだ白ワインが、「穂坂甲州＆ブイオニエ」と「穂坂甲州樽発酵」です。ホテルに冷やす

よう頼んでおいた購入ワインとホテルの夕食で、撮影会初日のご苦労さん会です。 

翌日はタクシーを半日借り切っての撮影です。ま

ずは釈迦堂遺跡博物館へ。遺跡博物館には、目もく

れず周辺の農園に咲いている菜の花と桃の花をめが

け撮影開始です。 

さらに、花鳥山展望台、笛吹市八代ふるさと公園、

御坂農園グレープハウスを巡り、菜の花と桃の花を

追っかけ撮影しまくりです。 

撮影しまくった後は、駅前のそばやで熱燗をお供

に、一休みのランチです。ランチ後は駅前の足湯に

つかる人、スーパーでお土産を買う人と各々石和温泉のシメです。 

写真の出来は兎も角、幹事の綿密、周到な計画により、桃花とワインを堪能した撮影会でした。 

メンバーの力作がホームページにアップされています。是非ご覧ください。 

https://jaoclub.com/tama-denen/gallery/ 

（湘南 村田 和彦 記・写真） 

  

https://jaoclub.com/tama-denen/gallery/
https://jaoclub.com/tama-denen/gallery/
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日産自動車追浜工場を見学～日本のモノ作りを知る～ 

日本の自動車産業は、世界でも高い技術力で知られています。今回は、日産自動車追浜工場の見学を

通して、そんな日本のモノ作りの精髄に触れることができました。じゃおクラブ多摩・田園の「仲間と

街歩き」の活動報告です。 

4 月 19 日（水）、季節を飛び越えて夏

日となったこの日、私たち 17名は、日産

自動車追浜工場を訪れました。はじめに

日産自動車とクルマ作りの概要について

説明を受けた後、稼働している工場内に

入り、約 660mある組み立てラインに沿

って歩きながら解説を受けました。 

追浜工場では、国内向けに「日産リー

フ」と「日産ノート e-Power」の二種類

を生産しています。1 つの組み立てライ

ンで、どんな車種でも自由な順番で作る

ことができ、一台一台、色や装備、オプ

ション設定などの仕様を変えることができます。一台のクルマは約 24時間で完成するそうです。 

作業者は、安全に配慮された作業環境のもと、正確な組み立てを行っていました。テキパキした作業

は見ていて気持ちが良いものです。 

工場は、生産の工夫であふれていました。無人の部品配送車が忙しく動き回って必要な部品を求めら

れるタイミングで供給します。助力装置があることで、大きくて重い部品も少ない力で持ち上げられる

ようになっていました。ジェンダーフリーへの配慮もあり、女性の作業者が活躍していました。様々な

工夫は、日本や世界の工場に共有され、それが、追浜工場が「マザー工場」と呼ばれる所以だそうです。 

工場見学を終えた後、広大な敷地内をバスで移動

しながら、専用ふ頭を見学しました。専用ふ頭には

隣接して広い駐車場があり、軽自動車から商用車ま

で、多種多様なクルマが集結していました。 

この日、ふ頭には国内向けの自動車専用船が停泊

していました。船は、上半分が白、下半分が鮮やか

な青に塗り分けられていました。私たちは、九州工

場から運ばれてきたクルマが、次々と自走で陸揚げ

される様子をバスの窓から見学しました。 

約 2 時間の工場見学を通じて、現代のクルマ作り

が、混流生産を採用することよって、多様な顧客ニーズに対応しながら、生産コストを削減し、同時に

生産効率を向上させていることがよく分かりました。そこでは、管理者から作業者まで、進化し続ける

人が重要な役割を果たしていました。 

（多摩・田園 竹内 純一 記・写真） 


